
暑 い 日 と 雨 の 日
T h i s  m o n t h  s a w  t h e  M o n d a y 
evening sessions come to an end 
w i t h  a l l  t h e  c h i l d r e n  e n j o y i n g 
various topics, games and songs. 
The  ch i ldren  a lso  had a  chance 
to l isten to two children’s stories 
i n  E n g l i s h  a b o u t  a  P u g  n a m e d 
Pig.

７月の英会話教室では、参加した子
どもたちが様々な遊びや歌を通じて楽
しみました。
また、英語の
童話の読み聞
かせも行いま
した。

T h i s  m o n t h  h a s  a l s o  s e e n  t h e 
weather start  to get a bit  hotter. 
I t  is reminding me of the weather 
back home but  st i l l  not  qui te  as 
hot. I  am looking forward to more 
ra iny  days  soon  as  I  l ove  ra iny 
days.  They are  the best  days to 
en joy  read ing  books.  Unt i l  nex t 
t ime. 

７月はまた、ちょっとずつ気温が上
がりはじめました。オーストラリアを
思い出すような暑さですが、向こうは
もっと暑いです。私は雨の日が大好き
なので、もっと雨が降ってほしいと期
待しています。雨の日は読書を楽しむ
のにうってつけの日です。
また来月お会いしましょう。

若者の元気は町の元気！
部活動などをがんばる
高校生や大学生を紹介します!

Kelly Joan Morgon
ケリー・ジョアン・モルゴン
2020年12月に町の英語指導
助手（ALT）に着任しました。
出身地は、オーストラリアのノー
ザンテリトリー州のハンプティー
ドゥーという町です。
得意なスポーツはネットボール‼
よろしくお願いします(≧∀≦*)
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チーム一丸で作り上げる音楽で
全国の舞台を目指す
「音楽をみんなで作り上げ、その
音楽が生きているように感じた時が
とてもわくわくする」
吹奏楽の魅力をそう話す児玉さ
ん。中学１年の時から吹奏楽を始め、
現在は「全日本吹奏楽コンクール」
で金賞６回、銀賞16回、銅賞８回
を獲得するなど、輝かしい実績を誇
る名門・秋田南高校吹奏楽部に所属
し、トランペットを担当します。
「トランペットは特に、ファン
ファーレなどのハリのある音を求め
られる機会があるので、出だしから
良い音で吹くという技術がとても大
切になる。そのためにも、音価（音
の長さ）が短い音でも長い音でも吹
き始めた瞬間から良い音を作れるよ
う意識して練習に取り組んでいる」

と、自身の役割や練習への意識を話
す児玉さん。常に考えながら練習に
向かう姿勢は、同部の「頭を使って
演奏する」というチームカラーの中
で培われたものです。チームが目指
す「音色を合わせ、音の豊かさや響
きを生み出す演奏」のため、個々人
がどう吹けばよいのか、どこを改善
したらよいのか、そのためにはどん
な練習が必要かなどを深く考えなが
ら、演奏の質の向上に努めています。
そのような常に高いレベルを目指
す環境で練習に取り組む中で、チー
ムだけでなく、自身の成長も感じて
いるそうです。
「曲に合わせて音色を変えるとい
うことを先輩方からたくさん学んで
きた。自信をもって言えるほどの技
術ではないが、音のレパートリーが
多いというところが強み」

その強みをさらに磨きながら、目
指すのは本年10月に開催される予
定の「全日本吹奏楽コンクール」の
舞台です。児玉さんは、「コンクー
ルという結果のついてくるステージ
となるが、自分たちの演奏ができる
よう練習を重ねていきたい。また、
昨年コンクールの舞台へ立てなかっ
た先輩方の思いも背負い、本番へ臨
みたい」と、今後の意気込みを話し
ました。

児　玉　□さん（17歳・岡本一区）
秋田南高校３年、吹奏楽部所属。担当楽器のトランペットの演奏に磨きをかけ、チーム一
丸で「全日本吹奏楽コンクール」への出場を目指します。

６月22日、県立五城目高等学校で人権教室を行い、１年生47人
と五城目町、八郎潟町、井川町、大潟村の人権擁護委員10人（元委
員含む）が参加しました。
生徒たちは啓発用のDVDを視聴した後、９グループに分かれ、イ

ンターネット上のトラブルに巻き込まれないよう、利用する際の注
意点や予防・解決策を話し合いながら理解を深めました。
最後には、生徒を代表して土田結楽さんから「どんなに信頼でき

る仲の良い友人でも、SNS上に投稿するときは個人情報や位置情報
等が含まれていないか気をつけて行いたい」と感想がありました。

７月2日、「応急手当教育プロジェクト」の一環として、
五城目消防署の署員と女性消防団員の方々が、五城目第
一中学校で119番通報の仕方や心肺蘇生法に関する指導
を行いました。
参加した３年生は、署員から119番通報の仕方や心肺
蘇生法の説明を受けた後、心臓マッサージとＡＥＤ（自
動体外式除細動器）の操作方法を学べる教材「あっぱく
ん」や心肺蘇生訓練用の人形、AEDを使いながら、応
急手当への理解を深めました。

６月27日、屋内ゲートボール場「すぱーく五城目」で
モルック大会を開催しました。
モルックはフィンランド発祥の競技で、３人でチームを

組み、数字が書かれたピンに丸棒を投げて倒しながら、あ
らかじめ設定した合計点を目指すものです。
当日は予選、決勝リーグを行い、参加した７チームによ

り熱戦が繰り広げられました。
結果は以下のとおりです（上位３チーム）。

⃝大会結果（敬称略）
▶優　勝　ノンデルズＢ
▶準優勝　五城目地区公民館チーム
▶第３位　チームオハラ

出場７チームが熱戦
モルック大会

インターネットの特徴を再確認
五城目高校で人権教室

人権擁護委員が各グループに１人ずつ加わり、一緒
に話し合いを進めました。

五城目消防署員や女性消防団員の皆さんの指導のもと、AED
を活用した心肺蘇生法を実践しました。　

初めての開催となったモルック大会。出場した７チームによ
り熱戦が繰り広げられました。
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五一中３年生が心肺蘇生法を実践
応急手当教育プロジェクト

町のキイチゴを使ったデザートが五小の給食に登場！
６月29日の五城目小学校の給食に

は、町のキイチゴを使った「キイチゴ
パイ」が登場しました。
このキイチゴパイには、恋地ラズベ

リー工房の佐々木千佳子さんから「子
どもたちに町のキイチゴを食べてもら
いたい」と、寄贈のあったキイチゴジャ
ムが使われています。


